
1 主管事業について ※講師等については、敬称略。

事  業  名 期   日 会 場 事業の主なねらいや概要

① 4.12（水） 気仙沼合庁

② 7. 3（月） 気仙沼合庁

③ 9.20（水） 気仙沼合庁

④ 2.13（火） 気仙沼合庁

2  管内新任校長研修会    4.12（水） 気仙沼合庁
□所長講話　□総括次長講話　□班長講話　□情報交換
□先輩校長講話　講師：気仙沼市立鹿折中学校　校長　亀谷　寿之

① 4.19（水） 気仙沼合庁

②12. 5（火） 気仙沼合庁

4  管内新任教頭研修会 　 4.19（水） 気仙沼合庁
□所長講話　□総括次長講話　□班長講話　□情報交換
□先輩教頭講話　講師：気仙沼市立鹿折小学校　教頭　松野　広

5  管内学校教育指導事務説明会    4. 5（水）
各所属校
オンライン

　各校(園)における円滑な学校(園)経営・運営に資するため、学校(園)教育に関
する様々な事務手続きについての趣旨説明を実施。

6  管理職等研修会   12.25（月） 気仙沼合庁
□講話「未来の学校を築く～管理職・ミドルリーダーの使命と指導的役割～」
  講師：宮城県教育委員会　副教育長　佐々木　利佳子

7  管内小・中教務主任研修会  　5.19（金） 気仙沼合庁

□副参事講話「教務主任に期待すること」
□講義「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る授業改善と
        教務主任の役割」
□研究協議「学校課題解決のための教務主任としての役割」

① 5.15（月）

□情報提供「児童生徒支援に係る情報提供」
□実践発表「教師の指導力向上を目指す校内研究」
　発表者：気仙沼市立津谷幼稚園　教諭　工藤　理紗
　　　　　気仙沼市立月立小学校　教諭　溝口　直樹
　　　　　気仙沼市立階上中学校　教諭　吉田　由紀
□情報提供「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて」

② 2.5 (月)

□ワークショップ「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実について」
□情報交換「研究の成果と課題に関する情報交換」
□話題提供「宮城県検証改善委員会報告書より」（小・中学校）
　　　　　「学びの土台づくりについて」（幼稚園）

9
 初任研拠点校方式実施校グ
ループ連絡会

　 4. 5（水） 気仙沼合庁
□初任者研修拠点校方式実施校グループ連絡会の説明
□初任者研修拠点校方式の実施上の留意点の説明
□グループ打合せ

10
 初任研小・中指導教員連絡協
議会

　 4. 5（水） 気仙沼合庁
□初任者研修の研修体系の説明
□初任者研修の実施計画の説明

① 6.6（火） 気仙沼合庁

□体験発表「教師１年目を振り返って」
　発表者：気仙沼市立大谷小学校　　教諭　遠藤　義輝
　発表者：気仙沼市立鹿折中学校　　教諭　吉田　明星
□講義「子供との関わり方」事務所専門カウンセラー　藤原　文弘
□講義「MAPを活用したラポートづくり」
　講師：南三陸町立入谷小学校　主幹教諭　松岡　清貴
□グループ協議「教師として２か月を経過して」

②10.17（火）
※小学校対象

新城小学校

□校長講話「初任者に期待すること」
　講師：気仙沼市立新城小学校　校長　畑山　和浩
□授業参観（第１学年・算数）及び研究協議
　授業者：気仙沼市立新城小学校　教諭　小松　奈津子
□講義・演習「授業づくりの基本について」
□情報交換「教師として６か月の振り返り」

②10.24（火）
※中学校対象

新月中学校

□校長講話「初任者に期待すること」
　講師：気仙沼市立新月中学校　校長　宮崎　明雄
□授業参観Ⅰ（第２学年・道徳）及び研究協議
　授業者：気仙沼市立新月中学校　教諭　菅原　光晟
□授業参観Ⅱ（第１学年・保健体育及び第３学年・数学）及び研究協議
　授業者：気仙沼市立新月中学校　教諭　尾谷　祐子、上長根　伸哉
　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　菊田　魁
□講義・演習「授業づくりの基本について」
□情報交換「教師として６か月の振り返り」

③11. 7（火）
※小学校対象

松岩小学校

【中堅研との合同研修】
□授業参観（第３学年・国語）及び研究協議
  授業者：気仙沼市立松岩小学校　教諭　鈴木　渚
□講義・演習「道徳科の授業づくり」
　講師：南三陸町立伊里前小学校　教諭　近江　なな子
□研究協議「こんな授業を目指したい！」

③11.14（火）
※中学校対象

歌津中学校

【中堅研との合同研修】
□授業参観(第２学年・理科)及び研究協議
　授業者：南三陸町立歌津中学校　教諭　工藤　孝幸
□講義・演習「道徳科の授業づくり」
　講師：気仙沼市立気仙沼中学校　教諭　鳳京　邦彦
□研究協議「こんな授業を目指したい！」

④ 1.16（火） 気仙沼合庁

□講義「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実について」
□講義・演習「道徳科の授業づくりについて」
□研究協議「一年間の振り返り及び成果と課題の共有」
□説明「初任者研修２年目 課題研究について」

1
　学校経営の円滑な推進に資するため、所長、総括次長、総務班長、及び担当者
からの連絡を通して、最新の学校教育事情、管内の学校教育の状況についての情
報提供・共有を実施。

　校長の補佐役として資質・能力の向上を目指して、教育の最新情報、管内の教
育状況についての連絡・共有を実施。

3

8  管内研究主任研修会 気仙沼合庁

 管内小・中学校長会議

 管内小・中学校教頭会議

 初任研(１年目)事務所研修

※事務所研修②及び③は、校
種毎に別日に実施

　　　研修事業等　実施状況

11

Ⅳ



事  業  名 期   日 会 場 事業の主なねらいや概要

① 5.23（火）

□話題提供「先輩教員からのアドバイス」
　講師：南三陸町立戸倉小学校　教諭　尾形　亜樹
　講師：気仙沼市立津谷中学校　教諭　長倉　弘典
□研究協議「昨年度の課題を踏まえた研究の方向について」
□情報提供「児童生徒支援について」
　　　　　「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて」

② 8.23（水)
□中間発表及び研究協議
□指導案検討

③ 1.22（月） □研究発表会「研究発表及び協議」

①10.19（火）
石巻市

河北幼稚園

　地区研修①
　・園長講話　・保育参観及び研究協議　・講義・演習　　・情報交換
　※幼稚園中堅研地区研修と合同

②11. 7（火） 松岩小学校
　地区研修②
　・中堅研実践授業参観　・講義・演習　　・研究協議
　※初任研(１年目・小学校)事務所研修３・中堅研事務所研修と合同

① 6.29（木） 気仙沼合庁

□講義「生徒指導の意義と原理」
□実践発表「学級活動」
　講師：気仙沼市立条南中学校　教諭　及川　竜一
□伝講講習・実践発表「いじめの認知と未然防止」
  講師　気仙沼市立鹿折小学校　教諭　川村　槙太郎

②10.31（火）
伊里前小学校

歌津中学校

□講話１「小中の連続性」　講師　南三陸町立歌津中学校　校長　熊谷　岳哉
□授業参観「中学校第１学年・道徳」及び研究協議
　授業者：南三陸町立歌津中学校　教諭　上長根　恵美
□講話２「これからの先生方に期待すること」
　講師：南三陸町立伊里前小学校　校長　小山　千賀子
□授業参観「小学校第３学年・道徳」及び研究協議
　授業者：南三陸町立伊里前小学校　教諭　近江　なな子
□情報交換（生徒指導、授業づくり等）

① 7.27（木） 気仙沼合庁

□所長講話「中堅教諭に期待すること」
□実践発表及び研究協議
　特別活動　　　　　 発表者：気仙沼市立条南中学校 主幹教諭 高平　智子
　総合的な学習の時間 発表者：気仙沼市立大谷小学校　　 教諭 佐藤　祐司
□講義　特別の教科　道徳

② 8. 9（水） 気仙沼合庁
□研究協議「授業づくり」
□模擬授業・指導案検討会

③11. 7（火）
※小学校対象

松岩小学校

【中堅研との合同研修】
□授業参観（第３学年・国語）及び研究協議
 授業者：気仙沼市立松岩小学校　教諭　鈴木　渚
□講義・演習「道徳科の授業づくり」
　講師：南三陸町立伊里前小学校　教諭　近江　なな子
□研究協議「こんな授業を目指したい！」

③11.14（火）
※中学校対象

歌津中学校

【中堅研との合同研修】
□授業参観(第２学年・理科)及び研究協議
 授業者：南三陸町立歌津中学校　教諭　工藤　孝幸
□講義・演習「道徳科の授業づくり」
　講師：気仙沼市立気仙沼中学校　教諭　鳳京　邦彦
□研究協議「こんな授業を目指したい！」

16  小・中学校教育課程地区協議会    8. 3（木）
津谷中学校
本吉公民館

□全体会（総則、道徳科、特別活動）
※総則、道徳科は事前視聴、特別活動は当日放送
□各教科等部会
※小中学校部会を合同で実施

① 8.22（火）

②10.11（水）

② 2.20（火）

① 5.12（金）
□講話「学力向上指導員に期待すること」
□説明「令和５年度学校訪問より」「学校訪問について」
□情報提供「５つの提言」「総合教育センター成果物」「個別最適な学び」等

②12. 4（月）
□報告・協議「学力向上指導員としての１年を振り返って」
□講義「私たちが目指す授業とは」

20  管内児童生徒支援研修会    5.11（木） 気仙沼合庁

□説明「いじめ・不登校の現状について」
□情報提供「児童生徒支援について」
　気仙沼市教育サポートセンター、フリースペースつなぎ
　けせんぬま森のおさんぽ会、宮城県東部教育事務所児童生徒心のサポート班
□講話「いじめ問題と不登校支援」
  講師：うみかぜ法律事務所（スクールロイヤー）　弁護士　高橋　拓　氏

21
 管内スクールカウンセラー研
修会

　 7.25（火） 気仙沼合庁
□分科会（事例検討会）
□全体会 分科会で話し合った内容の共有、事務所専門カウンセラーによる助言

 ５年経験者研修事務所研修

 中堅教諭等資質向上研修事務
所研修

※事務所研修③について
・11/8(火)及び11/15(火)は、
校種毎に半日で別日に実施

12  初任研(２年目)事務所研修

18  発達支援定期巡回教育相談

 幼稚園等新規採用教員地区研修

気仙沼合庁

南三陸町
生涯学習セ
ンター

19
 管内指導主事・学力向上指導
員研修会

気仙沼合庁

15

14

13

　障害及び発達の遅れや偏りがあると思われる幼児児童生徒と、その保護者、教
育関係職員等を対象とし、障害等の実態に応じた教育に関する相談を行った。



事  業  名 期   日 会 場 事業の主なねらいや概要

① 6.16（金）
□説明「令和５年度不登校支援ネットワーク事業について」
□報告「不登校の現状と取組について」（各構成員より情報交換）
□協議「改善がみられた事例、各機関が連携した取組等について」

② 2.6（火）
□説明「令和５年度管内不登校児童生徒の現状について」
□協議・全体共有「これまでの取組を振り返り、今後の対策や手立て等に
　　　　　　　　　ついて」

23
 児童生徒支援ネットワーク事
業
事務所単位研修会

   5.18（木） 気仙沼合庁
□趣旨説明
□講義「不登校の未然防止」
　講師 仙台大学　教授　氏家　靖浩　氏

① 5.30（火）
□趣旨説明
□情報交換「訪問指導員としておさえておきたいこと」

② 7.21（金）
□講話「不登校児童生徒への支援」
□情報交換「児童生徒及び保護者への対応と学校との連携について」

③12.12（火）
□講話「不登校児童生徒への支援」
□活動報告・情報交換

① 6.13（火）
□各校からの話題提供「対策推進校としての取組（計画）
□研究協議「対策推進校としてのこれまでの成果と課題及び改善点」

②12.19（水）

□中間報告　気仙沼市立唐桑中学校　校長　菅原　英二
　　　　　　気仙沼市立面瀬中学校　校長　吉川　泉
　　　　　　気仙沼市立条南中学校　校長　尾形　浩明
□研究協議「効果的な取組・成果等について」

26  管内講師等研修会  　6. 1（木） 気仙沼合庁

□講義Ⅰ「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて」
□講義Ⅱ「特別な教育的支援を必要とする児童生徒の理解と支援について」
□情報提供「児童生徒支援について」
□グループ協議　テーマ「日常の教育活動における悩みの解消のために」
　　　　　　　　話題「授業づくりや学級づくりで大切にしていること、
　　　　　　　　　　　課題と感じていること」

27
 圏域安全教育総合推進ネット
ワーク会議

　 6.27（火） 気仙沼合庁

□報告「県の安全教育の推進について」 保健体育安全課
      「県及び圏域の防災・減災の動きについて」
　　　　　地方振興事務所、市危機管理課、町総務課
      「学校と消防とが連携した防災教育について」 消防本部
      「所轄警察署内の交通事故、防犯に係る現状について」 所轄警察署
　　　「地域連携型学校防災等構築推進事業について」気仙沼市立大谷小学校
□協議「家庭、地域、関係機関と連携した安全教育の推進について」

10.20（金） 条南中学校
□授業参観「第２学年・保健体育」
　授業者：気仙沼市立条南中学校　教諭　須藤　恵一
□研究協議及び情報交換

1.17（水） 新月中学校
□授業参観「第３学年・理科」
　授業者：気仙沼市立新月中学校　教諭　上長根　伸哉
□研究協議及び情報交換

29  管内特別支援教育研修会  　6. 8（木） 気仙沼合庁

□講義「特別な配慮や支援が必要な子供への具体的な指導や支援について」
　講師：宮城県立気仙沼支援学校　教諭　小野寺　由紀
□グループ協議「児童生徒への支援等に関する情報交換」
　助言者：宮城県立気仙沼支援学校　教諭　小野寺　由紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　阿部　尚子
　　　　　気仙沼市立新城小学校　　教諭　白幡　佐和子

31
「算数チャレンジ大会2022」
地区予選

   7.24（月）
   ～27（木）

各小学校
7月24～27日のいずれかの日に各学校において実施。
管内１２小学校より３９チーム(１チーム３人編成)、１１６名が参加。
２チーム（南三陸町立入谷小学校、名足小学校）が本選(9/16)に出場。

① 6.20（火）

② 10.27（金）

④ 2.27（火）

33  管内健康づくり研修会 12.12（火） 気仙沼合庁

□報告「気仙沼圏域における肥満傾向児の割合について」
　　　　気仙沼保健所　管理栄養士　髙橋　恵
□基調講演「子どもの健康づくりの重要性について」
　　　　　　佐藤歯科医院　管理者　佐藤　晶　氏
□グループワーク（グループ毎にテーマを決めて話し合う）
□全体講評　佐藤歯科医院　管理者　佐藤　晶　氏

気仙沼合庁

 児童生徒支援教員及び心のケ
ア支援員配置事業 問題行動等
対策推進協議会

32

28
 管内教科等指導力向上研修会
（保健体育・理科）

 ほっとする会
【保護者対象】

24
 児童生徒支援ネットワーク事
業
訪問指導員研修会

25

　保護者が同じ悩みを持つ保護者と出会ったり、不登校支援をしている機関や団
体等及び事務所専門カウンセラーと語り合ったりすることを通して、子供との関
わり方やこれまでの養育について悩みを共有し、安心して話せる場となり今後の
支援につながる機会となった。

気仙沼合庁

気仙沼合庁

22
 児童生徒支援ネットワーク事
業　地域ネットワークセン
ター連絡会議

気仙沼合庁



指定別 番号 事業名・領域 年度 学校名

1
学力向上マネジメ
ント支援事業

４～６
年度

気仙沼市立
小・中学校

2
個別最適な学びに
関するモデル事業

３～５
年度

津谷中学校

3

みやぎ「魅力あ
る・行きたくなる
学校づくり」推進
事業

５～６
年度

松岩中学校
松岩小学校

4
市町村教育委員会
との連携による学
校サポート事業

５年度

志津川中学校
志津川小学校
戸倉小学校
入谷小学校

5
学び支援教室充実
事業

５年度

九条小学校
面瀬中学校

志津川中学校

6
豊かな心を育む研
究指定校事業

５年度 志津川小学校

県
金
融
広
報
委

7 金銭教育研究校
４～５
年度

大谷幼稚園

県
環
境
生
活
部

8 愛鳥モデル推進校
４～５
年度

入谷小学校

県
教
育
委
員
会

　お金や金融の様々な働きを理解し、それを通じて自分のくらしや社会について深
く考え、自分の生き方や価値観を磨きながら、より豊かな生活やよりよい社会づく
りに向けて、主体的に行動できる態度を養うための具体的な教育を実践し、その効
果的な方法を研究する。
〇令和５年１０月３０日（月）金銭教育協議会
  研究主題：人との関わりを楽しむ幼児をめざして
　副　　題：身近な環境を生かした金銭教育を通して
　講　　演：演題「幼児を対象とした金銭教育の展開」　
　　　　　　　　　～子どもたちとどう向き合うか～
　講　　師：生活経済ジャーナリスト　あんびるえつこ　氏

  各種の保護活動を通して、野生生物保護意識の啓発を図る。
　
○令和５年１０月　２年　野鳥の勉強会
○令和６年１２月　６年　木製コースターづくり
○令和６年　１月　４年　野鳥観察会

　不登校支援として、不登校の状態から学校復帰を希望する児童生徒や教室で過ご
すことに困難を抱える児童生徒の居場所を校内に作り、学習指導と自立支援を図る
学び支援教室を設置することで、組織的・効果的に不登校等児童生徒を支援する。
○研修会　　・全６回（うち２回オンライン開催）
○連絡会議　・第１回　令和５年９月１１日（月）
　　　　　　・第２回　令和６年１月１９日（金）

２　令和５年度　研究指定校等　実施状況

取組状況

〇学習状況改善検討委員会（学力向上推進委員会）年間５回の開催による学力向上
推進体制の確立
〇年２回の標準学力調査結果を踏まえた「学力向上マネジメントシート」の活用に
よる継続的な授業改善と「ワンランクアップシート」による児童生徒個々の変容の
把握と学び直しの実施
〇全国学力・学習状況調査の自校採点、結果分析による授業改善
〇学力向上マネジメントアドバイザーと市教委指導主事等による指定校訪問
（全小中学校年間４回程度）
〇市内一斉研修日を活用した中学校区ごとの課題分析、授業研究等の研修、学びの
連続性を重視した小中連携
〇思考力の育成を目指した単元計画の作成と探究的な学び、協働的な学びによる自
律的な学びの創造
〇児童生徒質問紙調査、教員実感調査による児童生徒の非認知能力の変容把握
〇タブレットドリル等の活用による自律的・自発的な学習の促進

　宮城県総合教育センターと連携し、学力向上対策の実践について継続的な指導助
言により学力向上を図っている。
〇令和５年５月12日（金）　南三陸町立志津川小学校
　研究授業及びミニ研修会「算数科における単元構想について」
〇令和５年７月４日（火）南三陸町立入谷小学校
　研究授業及びミニ研修会「算数科における主体的・対話的で深い学びについて」
〇令和５年10月３日（火）南三陸町立戸倉小学校
　研究授業及びミニ研修会「数学的活動について」
〇令和５年12月６日（火）南三陸町立志津川中学校
　研究授業及びミニ研修会「算数・数学科における学習評価」

　「特別の教科　道徳」の授業づくりを通して、児童の規範意識や道徳的実践力を
育てるための取組を推進し、 実生活の中での実践も含め、公開研究会で公表す
る。
○令和６年１月２４日（水）公開研究会
　研究主題：「自ら考え、共に高め合う児童の育成」
　副　　題：他者と関わり、自己を高める道徳科の授業の工夫を通して
　講　　演：演題「自律的な道徳を導く道徳の授業」
　　　　　　　　　～対話と多面的・多角的思考を引き出す問いを通して～
　講　　師：宮城教育大学教職大学院　准教授　佐々木　孝徳　氏

　子供たちの多様化やSoiety5.0の時代の到来を踏まえ、多様な子供たちの資質・
能力を育成するための個別最適な学びと、社会とつながる協働的な学びの実現に向
け、大学等との連携を図りながら実践的な研究に取り組み、その成果を発信する。
〇大学との連携による授業研究等（東北学院大学　教授　稲垣　忠氏）
〇令和５年１１月９日（木）公開研究会
  研究主題：自ら学び、考え、表現できる生徒の育成
　副　　題：生徒に委ね支える授業づくりをを通して
　公開授業：数学科・理科、保健体育科
　講　　演：演題「個別最適な学びを通した授業観の変革に向けて」　
　講　　師：東北学院大学　教授　稲垣　忠　氏

　児童生徒の実態や課題を踏まえ、課題克服のための目標を設定し、あらゆる教育
活動で「居場所づくり」と「絆づくり」に取り組むとともに、その成果の普及を図
る。
○　みやぎ「魅力ある・行きたくなる学校づくり」推進事業連絡協議会
　・第１回：令和５年５月１７日（水）
　・第２回：令和５年１０月１８日（水）
○　推進事業拠点校訪問
　・令和５年１１月１４日（火）気仙沼市立松岩中学校



№ 幼稚園名 研究主題及び副題

1 唐　桑
　つながり合いを支える教師の見取りと援助（１／２年次）
  ～幼児が伸び伸びと遊べる環境づくりを通して～

2 松　圃
　つながり合いを支える教師の見取りと援助（１／２年次）
  ～幼児理解を深めるための保育記録の工夫をとおして～

3 津　谷
　つながり合いを支える教師の見取りと援助（１／２年次）
  ～幼児の思いに寄り添う保育連携～

4 小　泉
　つながりを支える教師の見取りと援助（１／２年次）
  ～日々の記録を生かした園内研修の工夫を通して～

5 大　谷
  人との関わりを楽しむ幼児をめざして（３／３年次）
　～　身近な環境からの金銭教育を通して　～

№ 学校名 研究主題及び副題

1 気仙沼
　算数のおもしろさに気付き、主体的に学ぶ児童の育成（１／２年次）
  ～個別最適な学び・協働的な学びの充実を目指した授業改善を通して～

2 九　条
　考えを共有しながら主体的に学び続ける児童の育成（３／３年次）
  ～算数科におけるICTを活用した授業づくりを通して～

3 鹿　折
　「問い」をもち、主体的に学びを続ける児童の育成（４／５年次）
　～海と生きる探究活動・生活科を中心とした探究的な学習の充実を通して～

4 松　岩
　分かる喜び・できる喜びを実感し、学びに向かう力を高める児童の育成（１／３年次）
　～焦点化・視覚化・構造化を取り入れた国語科の授業作りを通して～

5 新　城
　自分の考えを持ち、伝え合い、共に学ぶ児童の育成（２／３年次）
　～どの子にも分かる・できる算数科の授業づくりを通して～

6 月　立
　互いに学び合い、よりよい解決を目指す児童の育成（２／３年次）
　～数学的な見方・考え方を育むための指導の工夫を通して～

7 階　上
　自分の考えをもち、進んで学ぶ児童の育成（２／２年次）
　～「できた」を実感することができる算数科の授業づくりを通して～

8 大　島
　学ぶ楽しさ、分かる喜びを実感できる児童の育成（３／３年次）
　～算数科における個別最適な授業づくりを目指して～

9 面　瀬
　自分の考えをもち、行動する子供の育成（６／６年次）
  ～生活科・総合的な学習の時間における子供の興味関心を生かした授業づくりを通して～

10 唐　桑
　自ら課題を見いだし、
　　　　　　　　身に付けた知識を活用して解決しようとする児童の育成（３／５年次）
　～「海と生きる探究活動」における探究的な学びの充実を通して～

11 中　井
　自ら考える児童の育成（３／３年次）
　～協働的な学習場面におけるICTの適切な活用の工夫を通して～

12 津　谷
　確かな読みの力を身に付けた児童の育成（１／３年次）
　～言葉による見方・考え方を働かせた「読むこと」に関する授業実践を通して～

13 小　泉
　自分の思いや考えを適切に表現する児童の育成（３／３年次）
　～国語科「書くこと」の指導を通して～

14 大　谷
　数量や図形の意味を確かに捉え、粘り強く考える児童の育成（１／２年次）
　～数学的活動を通して～

〈幼稚園〉

〈小学校〉

　　校(園)内研究 研究主題Ⅴ



学校名 研究主題及び副題

15 志津川
　自ら考え、共に高め合う児童の育成（２／３年次）
　～他者との関わりを通して、自己を見つめる道徳科の授業の工夫を通して～

16 戸　倉
　自分の思いや考えを伝え合うことのできる児童の育成（２／２年次）
　～国語科の授業づくりの工夫を通して～

17 入　谷
　数学的に表現する力を高めることができる児童の育成（２／２年次）
　～問題解決の過程における対話的な学びの工夫を通して～

18 伊里前
　関わり合いながら学び、考えを深める児童の育成（２／３年次）
　～対話的な活動を取り入れた「読むこと」の授業改善～

19 名　足
　主体的にかかわり、学び合う児童の育成（１／３年次）
　～数学的な見方・考え方を働かせる算数科の授業づくりの工夫を通して～

№ 学校名 研究主題・副題

1 気仙沼
　向上心を持って学び、互いに高め合う生徒の育成（１／３年次）
　～授業における学び合いとICTの活用を通して～

2 鹿　折
　主体的に学び、確かな学力を身に付けた生徒の育成（２／３年次）
　～見通しと振り返りに重点を置いた授業づくりを通して～

3 松　岩
　確かな学力が身に付く学びの創造（１／３年次）
　～基礎・基本の定着を図る指導の工夫と、視点表に基づいた協働的な授業づくりを通して～

4 階　上
　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の在り方（１／３年次）
　～「単元構想」と「授業プラン」の工夫を通して～

5 条　南
　たのしく「行きたくなる学校づくり」を実現する授業の創造（３／３年次）
　～生徒の主体性を生かす授業づくりとその評価を通して～

6 面　瀬
　「進んで学び、考え、表現する生徒の育成」（２／３年次）
　～言語活動の充実を目指した指導過程の工夫を通して～

7 新　月
　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（３／３年次）
　～意見交流と振り返りの充実を通して～

8 唐　桑
　生徒が対話的に学び合い、考えを深める授業づくり（１／３年次）
　～「特別の教科　道徳」の時間における交流の場の工夫を通して～

9 津　谷
　自ら学び、考え、表現できる生徒の育成（３／３年次）
　～生徒に委ね支える授業づくりを通して～

10 大　谷
　主体的・対話的で深い学びを実践する授業改善（２／３年次）
　～個々の考えを引き出し、学び合いにつなげる指導の充実を通して～

11 志津川
　主体的に学び、考え、表現する生徒の育成（１／３年次）
　～単元構想と学習過程の工夫を通して～

12 歌　津
　課題の解決に向けて、自分で考え、取り組むことができる生徒の育成（３／３年次）
　～主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善を通して～

〈中学校〉


